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・順信寺の予定 

 

〇 3 月 12 日（土）午後 0 時より 「定例法話会」 布教使さんは、旭川市昭法寺の伊藤

孝順師です。 

「月に一度、2時間半、仏さまのお話に耳を傾けてみませんか！！！」 

〇 3 月 13 日（日）午後 1 時より 「おみがきもの」 順信寺の仏具を磨きます。御協力

をよろしくお願い申し上げます。男性の方の御協力もよろしくお願いいたします。 

〇 3月 21日（月）午後 1時より 「春彼岸法要」 

（春のお彼岸は 18日から 24日までです） 

〇 3月 28日（月）午後 1時より 「親鸞聖人ご命日のお参り」 

〇 4月 12日（火）午後 0時より 「定例法話会」 布教使さんは、石狩市厚田区望来 順

誓寺の河野博文師です。 

〇 4月 28日（木）午後 1時より 「親鸞聖人ご命日のお参り」 

 

・一月は吹雪、二月はコロナで「定例法話会」がいつものように開けませんでした。三月は

二月に予定していました伊藤先生に来ていただき、張り切って行いたいと思いますので、コ

ロナに気を付けて元気に来てください。お待ちいたしております。 

「くらべず、あせらず、あきらめず！」 

 

・2 月 12 日に今年も雪降ろしが行われました。お陰様で順信寺も冬が越せそうです。御協

力頂きました以下の方々有り難うございました。（順不同）星福三さん、桃山弘光さん、黒

田礼二郎さん、匹田浩志さん、左古荘輝さん、福田守さん、遠藤正勝さん、吉川正さん、平

野英男さん、石田国男さん、 駒形直樹さん、板井照さん、長屋広道さん、森永寿さん、西

澤昌志さん、西澤昭雄さん、井森和夫さん、滝口智也さん、西澤潤さん、西澤哲也さん、吉

川悦子さん、安田慶隆さん、禿朋隆、禿覚英です。お疲れ様でした。 

 

 

「その人を失った悲しみの深さは  生前に        

その人から わが身が受けていた贈り物の 

大きさであった」（宮城顗） 

 



「記憶というのは、甘美なものも多いが、苦（にが）いもの、痛いものはさら

に多い。いまなお納得できていない扱いとか、自分に深い傷を残したままの仕

打ち、あるいは棄てられた体験とかは、いまも時々ぎりぎりと疼（うず）き、

心を波打たせる。そういうきわだった体験に沿って、自分の過去を語りだして

ゆくうち、私が体験したはずのそれ以外の無数のとりとめもない出来事は、か

き消されたり、背景に押しやられたりして、実際に体験したのとは、ずいぶん

違った面立ちをしてくるようになる。そしてそうした語りを繰り返しているう

ち、過去の傷は実際よりうんと膨らんでくる。こうして私は｛悲劇の主人公｝

になる。」（鷲田清一「人間の問い②」より） 

～如何思われますか？自分の事を語る時に気をつけないといけないことだと思います。して

頂いた事をすっかり忘れてしまっているということがあると思います。 

 「自分が殺人者でなかったのは、自分の殺人の衝動がなかったからではなく、自分が他の

人々の愛や支えを受けてきたこと、そして、その記憶が自分のうちに存続していたからだ」

（ロバート・ベラー）という言葉があるそうです。 

 

「どうか 負ける力を 与えたまえ」 

～あるお寺の廊下にあった言葉です。ドキリとしました。何か自分は自分自身の大事な所で

あり、問題な所がなかなか見えないのだと思いました。 

 

・今年は、札幌市方面は大雪になり、道路が大変なことになってしまいました。歌登は例年

並みではなかったかと思います。やはり、生きるということは、大変なことなのですね。そ

して、3月、4月は別れと出会いの時期。人と出遭って生きましょう！ 

 

☆ 忠峰コーナー 

「雪かべの 高く積まれて 歩道かな」 

「ねこ柳 彼岸の花と 供えられ」 


